
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
分類ステーションと、選択された製品ピースを流れの中から排出される該分類ステーショ
ンにおいて自由飛行状態の製品の流れを創出するための

配送システムとを有する分類装置であって、
コンベヤの

長さと傾斜および速度が、前記ベルト部からの製品送出時に製品ピースの流れにほぼ均一
かつ安定した速度を与え得るように選択されている、
を有することを特徴とする分類装置。
【請求項２】
請求項１に記載の分類装置において、該分類装置が、供給源から前記送出コンベヤベルト
部の上端部分にほぼ水平に製品ピースを運ぶための供給コンベヤを含むことを特徴とする
もの。
【請求項３】
請求項２に記載の分類装置において、前記供給コンベヤが、前記送出コンベヤの傾斜の水
平成分と同一方向に製品ピースを運ぶように配向されていることを特徴とするもの。
【請求項４】
請求項２または３に記載の分類装置において、前記供給コンベヤが、送出コンベヤの上端
部上方にまで延在していることを特徴とするもの。
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送出コンベヤ、及び製品ピースを
運ぶそのベルト部が分類ステーションに向かって下方に移動するように該送出コンベヤを
駆動する手段を含む
前記送出コンベヤが、水平に対して少なくとも４５°の角度で傾斜していて、



【請求項５】

【請求項６】
に記載の分類装置において、

【請求項７】
に記載の装置において、前記ベルト速度が前記製品送出速度よりも 以上低く

ないことを特徴とするもの。
【請求項８】

において、前記

【請求項９】
請求項１から８までの何れかに記載の において、

【請求項１０】
の何れかに記載の分類装置において、

【請求項１１】

【請求項１２】

【請求項１３】

【請求項１４】

【請求項１５】

【発明の詳細な説明】
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請求項１から４までの何れかに記載の分類装置において、前記送出コンベヤの速度が、ベ
ルト部からの製品ピースの送出速度よりも低い速度で前記ベルト部が移動するような速度
であることを特徴とするもの。

請求項５ 前記ベルト速度が前記製品送出速度よりも１５％以
上低くないことを特徴とするもの。

請求項５ ６％

請求項１から７までの何れかに記載の分類装置 送出コンベヤの速度が、該
送出コンベヤの前記上端部分から自由降下する製品ピースによって送出コンベヤの下端部
の高さで到達される垂直速度にほぼ等しい速度で前記ベルト部が移動するような速度であ
ることを特徴とするもの。

装置 前記分類ステーションが、該ステー
ションを通過する製品ピースを照らすための手段と；前記ピースからの反射光を分析する
ための手段と；このように分析された光について所定の基準を満たさない前記ピースを製
品の流れから排出するための手段と；を備えていることを特徴とするもの。

請求項１から９まで 前記送出コンベヤの水平に対す
る傾斜がほぼ６０°であることを特徴とするもの。

請求項１から１０までの何れかに記載の装置において、前記送出コンベヤの傾斜と速度が
調整可能であることを特徴とするもの。

製品ピースを分類するための方法であって：
（ａ）水平に対して少なくとも４５°傾斜しかつ製品の流れの中の前記ピースを分類ステ
ーションに送出するためにベルト部が下方向に移動する送出コンベヤの前記ベルト部上端
部に製品ピースを供給することにより、該製品ピースが分類ステーションにおいて自由飛
行状態にあるようにする工程と；
（ｂ）前記送出コンベヤの傾斜と速度を設定して、該送出コンベヤから送出される製品ピ
ースにほぼ均一かつ安定した速度を与える工程と；
（ｃ）前記分類ステーション内において自由飛行中の前記製品ピースを分析して、受容可
能なピースと、選択すべきピースとを識別する工程と；
（ｄ）製品の流れから選択されたピースを排出する工程と；
を備えることを特徴とする分類方法。

請求項１２に記載の分類方法において、前記送出コンベヤの水平に対する傾斜が実質的に
６０°であることを特徴とするもの。

請求項１２または１３に記載の分類方法において、前記製品が、前記送出コンベヤと位置
合わせした供給コンベヤによって送出コンベヤに送られることを特徴とするもの。

請求項１２から１４までの何れかに記載の分類方法において、前記送出コンベヤが、該送
出コンベヤの上方端部から自由降下する製品ピースにより該送出コンベヤの下端部の高さ
で到達される垂直速度の１５％以内の速度で駆動されることを特徴とするもの。

技術分野



本発明は分類装置に関するものである。特に本発明は、自由飛行中の製品の流れをカラー
特性に従って等級分けし、また前記等級分けに基づいて排出機構を作動させ、選択した製
品を流れから除去するための手段に関するものである。本発明は、このように等級分けし
て分類するのに適切な形態で製品の流れを作り出すための配送システムを指向する。

自由飛行中の製品は、種々の光学的技術を用いて効率的に等級分けすることができる。そ
の基本技術は実質的に単色であり、また製品ピースからの反射光を「暗さ」または「明る
さ」として分類する。「暗さ」の量が特定のピースの所定のしきい値を超えるならば、そ
のピースは拒絶される。さらに複雑な技術によって異なった色の反射光が監視される。異
なった波長範囲の光を反射する性質に従って製品を等級分けする種々の分類装置が、米国
特許第４，２０３，５２２号、第４，５１３，８６８号、第４，６９９，２７３号、及び
第５，５３８，１４２号に説明され、これらの開示は本出願に参考として組み込まれてい
る。例えば、’５２２号と’１４２号特許に開示された装置では、検出器は異なった波長
範囲の製品からの反射光に応答し、また異なった品質の製品を示す信号を発生する。これ
らの信号は比較かつ分析され、問題ある品目を製品の流れから除去するためにエゼクタを
作動できる信号を発生する。
上述の種類の分類装置では、適切であるならば、排出のために流れの中での品目の正確な
等級分けと識別とを可能にするような製品の流れを作りだすことがもちろん重要である。
通常この流れは、シュートからの、または適切な速度で駆動される水平またはほとんど水
平なコンベヤからの送出によって作り出される。シュートは、等級分けされる製品がエン
ドウ豆、コーヒ豆および米のような概して一致した寸法と形状である場合に適切である。
しかし、製品とシュートの間の相対運動は製品の中に静止摩擦力を発生する可能性があり
、これはシュートから送出される流れに悪影響を与え、また製品内の水分は流動の均一性
を妨げる可能性がある。寸法と水分がより大きく変化する製品ピースが流れの中に含まれ
ている場合に、コンベヤシステムが通常好適であり、またコンベヤは、製品を自由飛行状
態に送出される前にベルト上で安定させることができる。しかし、コンベヤ上で毎秒約３
ｍの速度で動く製品に不可欠な安定性を達成させるのに必要な種類の水平なコンベヤは、
効率的に操作するために相当な空間を必要とする。さらに、毎秒３ｍでも製品は送出箇所
でコンベヤに付着することがあり、この結果製品は一貫した軌道で送出されず、かくして
適切に等級分けされなくなる。さらに、コンベヤからの製品の流れの軌道は、光学式等級
分けシステムがそのシステムの上下に通常コンポーネントを配設することを意味し、この
結果流れの中の望ましくない材料はこのようなコンポーネントの上に落ちることがあり、
不適切な機能と不正確な分類をもたらすことになる。

本発明の目的は、製品を流れに沿って送出するシステムが、製品のための可動支持面を安
定させる効果に優れたコンベヤシステムからなる分類装置を得ることであり、このコンベ
ヤシステムでは実質的にシュート構造によって横方向の空間需要が概して低減される。よ
り詳しくは、前記システムが、水平に対し傾斜して配設されると共にそのベルト部が製品
を受容するように上方に配向された送出コンベヤを備える。このコンベヤは、製品を運ぶ
ベルト部が下方に動いてベルト部の下方端部から分類ステーションに向かって製品の流れ
が形成されるように駆動され、前記分類ステーションにおいて、選択された製品の排出に
よって製品は等級分けかつ分類される。前記送出コンベヤの長さ、傾斜および速度は、コ
ンベヤの下方端部から製品が送出される時に流れの中の製品ピースにほぼ均一かつ安定し
た速度が与えられるように選択される。典型的には、この速度は、コンベヤに製品ピース
が供給される箇所から自由降下する前記製品ピースが、送出コンベヤの下方端部の高さに
おいて到達する垂直速度の１５％以内、好ましくは１０％以内である。製品を受取った時
の速度の初期効果で分類ステーションに向かって、しかしコンベヤの下方端部により近接
して製品が加速されるように、通常、速度は製品ピースの自由降下垂直速度よりも大きく
設定され、この段階で製品は重力により加速し、ベルトは減速効果を有する。例えば、送
出箇所におけるベルト速度は、製品の流れの速度よりも最高１５％、好ましくは１０％ま
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発明の背景

発明の開示



で低くすることが可能である。
上記の効果を達成するためには、水平に対する送出コンベヤの傾斜は通常少なくとも４５
°であり、典型的には６０°の大きさである。我々は、広範囲の野菜（植物）製品を含む
製品の流れを、約１ｍの長さを有し、６０°傾斜し、また毎秒約４ｍで駆動されるコンベ
ヤを使用することにより、安定した自由飛行速度で分類領域内を移動するほぼ均一な流れ
として作り出し得ることを確認した。
本発明のシステムは送出製品の流れの安定化という効果をもたらし、また、既知の装置で
は解決できない水分と静止摩擦力とに起因する問題も解消することができる。コンベヤの
運動によりベルトへの製品付着の機会が低減されるが、ベルトと製品との運動速度相互間
の比較的小さいがかなり異なる差によって、送出箇所における静止摩擦力の発生が低減さ
れる。かくして、システムパラメータの適切な選択によって、製品の流れの特性を著しく
改良することができる。
本発明の装置における送出コンベヤから送り出される製品の流れは、出発点から大きな垂
直成分を有する軌道に従うので、分類ステーションにおける各要素は前記軌道の上下より
はむしろ横方向に配設される。その結果、製品の流れから分類ステーションの中にまたは
その後に落下する望ましくない材料または破片は、製品の等級分けと分類に関与する光学
ユニットに干渉しない。実際に、光学式ユニットは、例えば５００ｍｍを超える距離だけ
製品の流れから横方向に離間することができ、これによって製品の流れからの破片が光学
ユニットに到達することが効率的に防止される。これは、シュートよりもむしろコンベヤ
からの送出時の分類に従来適切であった製品を分類する場合に特に利点がある。このよう
な製品の流れは、水のような望ましくない材料および他の破片を含むことが多い。
分類ステーションにおいて流れを最終的に形成する製品は、送出コンベヤに当然送らなけ
ればならない。これは、源から送出コンベヤの上方端部部分にほぼ水平に製品を運ぶため
の供給コンベヤ上で好都合に達成することができる。送出コンベヤの傾斜の水平成分と同
一方向に、製品を送出コンベヤに送ることが好ましく、またこの第１の送出箇所における
前方運動量のすべてが送出コンベヤのそれぞれのベルト部に向かうよりも、そこから離れ
るように、典型的に製品は送出コンベヤの上方端部の上方に送られる。供給コンベヤの使
用が目下好適であるが、振動給送機のような他の機構を使用することができる。
本発明に基づく装置の送出コンベヤの運転速度は調整可能である。しかし、特定の１つの
装置の必要な万能性に応じて、配送システムの他のパラメータを追加してまたは代わりに
変更することができる。

図１は、本発明に係る分類装置の操作状態を示す概略図である。

図面は、ホッパー４からシュート６を通じて送られる製品を受容する供給コンベヤ２を示
している。このコンベヤ２は、図示したように、送出コンベヤ８の頂部に製品を運ぶため
に通常毎秒１ｍを越えない速度でその上部ベルト部が右から左へ動くように駆動される。
送出コンベヤ８はほぼ６０°の角度で水平に対し傾斜し、またコンベヤ８の上方端部は供
給コンベヤ２の送出端部の下に配設され、この結果供給コンベヤ２は送出コンベヤ８の上
方端部上に製品を運ぶ。送出コンベヤ８の上方対向ベルト部分１０は、第１の送出箇所１
２において供給コンベヤ２から製品を受容する。送出コンベヤ８は、ベルト部１０が下方
に、また図示したように左に動くように駆動され、かくして供給コンベヤ２上に支持され
ているのと同一の水平方向に材料を運ぶ。ベルト部１０はプレート１４上に支持され、ま
たコンベヤ２から製品を受容するコンベヤ８上のベルト面は好ましくは滑らかである。ベ
ルト面は、適切な既知の種々のプラスチック材料、ＰＶＣおよびポリエチレンまたはポリ
ウレタンから形成することが可能である。しかし、すべての材料がベルトに使用されると
しても、少なくともその周囲にベルトが駆動される下部ローラ１６は、送出コンベヤ８か
らの製品の第２の送出箇所１８において滑らかな送出を保証するのを補助するために、ナ
イフ刃ローラのような小さな半径であることが好ましい。小さなローラを使用することに
よって光学的な障害も避けられる。
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【図面の簡単な説明】

発明の実施の形態



第２の送出箇所１８から、流れの中で製品が等級分けされる分類ステーションを通過する
につれて、製品の流れは自由飛行の中にあり、次に製品の流れから選択された製品の排出
によって製品は分類される。
参照番号２０は、製品の流れ２２の中にある製品が等級分けされる領域を示しており、ま
た選択された製品は前記領域から排出される。図示したように、領域２０は光源２４によ
って左右から照らされ、また領域２０の製品は走査アセンブリ２６に受光された光を反射
する。また領域２０は図示したように背景光源２８によって両側から照らされ、また光源
２８からの光は走査アセンブリ２６に受光される。アセンブリ２６は流れ２２の中の製品
からの反射光を監視し、また各製品品目の品質を示す信号を発生し、その信号はコンピュ
ータ３０に伝送され、コンピュータはそのプログラムに従って特定の品目が受容できるか
どうかを決定する。その品目が受容できなければ、コンピュータ３０はエゼクタ３２のバ
ッテリに指示して、空気パルスを噴出させてその特定の品を流れ２２から除去させる。こ
のように除去された品目は流れ２２の通路から不良品容器内にそらされる。残りの流れは
受入れ容器３６に向かって動き続ける。
図面から分かるように、第２の送出箇所１８からの製品の流れ２２の軌道は主としてほぼ
垂直である。走査アセンブリ２６および光源２４と２８は、そのいずれかの側に相当な距
離をあけて配設される。この結果、この装置と接触することによって分類プロセスに影響
を与える望ましくない材料または破片等による危険が、元の製品の流れの中に生じない。
本発明に基づく装置のこの特徴は、水分が光学系の特性を当然著しく変えてしまう可能性
があるので、分類される製品が相当の水分を有する品目を含む場合に特に有効である。
上述の分類技術は広範囲の製品に有効である。上述の技術に追加してまたはその代わりに
他の分類技術を使用することは可能であり、またこのようないくつかの代替手段を検討す
るために米国特許第５，５３８，１４２号が参考とされている。
上述した装置における分類ステーションが最高効率で動作できるようにするために、少な
くとも第２の送出箇所から、分類ステーションを通して安定した速度で移動できるほぼ均
一な製品の流れを創出しなければならない。これを達成するために、送出コンベヤ８の長
さおよびその傾斜と駆動速度を然るべく選択しなければならない。所定の１台の装置のた
めに送出コンベヤの幅と長さの両方は通常固定され、また代表的な長さは約１ｍである。
幅も通常約１ｍである。その傾斜と被駆動速度が調整可能である一方で、通常これらのパ
ラメータは分類される製品について、ベルト速度が、第１の送出箇所に送られた製品に対
して最初に加速効果を有し、第２の送出箇所における送出コンベヤ８からの離脱点上の製
品に対しては減速効果を有するように選択される。少なくとも４５°好ましくは５０から
７５°の範囲の角度で水平に対し傾斜した送出コンベヤ８によって、我々は、第１の送出
箇所から自由降下する製品によって到達される垂直速度の約１５％以内がベルト速度とし
て適切であることを確認した。前記自由降下速度よりも高い速度が適切と思われる状況も
あるが、通常ベルト速度はこのような自由降下速度よりも低い。野菜（植物）の選別を含
む製品の流れについて、我々は、それぞれの自由降下速度よりも低いが約１０％だけ低い
毎秒約４ｍのベルト速度が適切であることを確認した。特定の実例では、６０°の傾斜に
よって、送出コンベヤは毎秒３．７ｍのベルト速度で駆動され、また野菜の製品ピースの
流れは毎秒４ｍで送出することが観察された。
上述の本発明の実施形態は実例によってのみ与えられ、また本発明の実施が可能な種々の
方法を例示している。本出願で請求した本発明の精神と範囲から逸脱することなしに、異
なった形態を形成することができ、また代替装置を使用することができる。
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